
国際オリンピック委員会（IOC）は、施設の設置に際して以下の３点の留意事項を挙げて

いる。 

・レガシー 遺産。既存の施設を最大限に使い必要な場合は改築すること。 
・クラスター 競技会場を集中させて造成すること。 
・コストダウン 競技会場経費の節減のために、要求された競技数と練習会場を合理化す

ること。 
2007 年 11 月 19 日に発表された「2016 年東京オリンピック・パラリンピック開催基本計画」に

記載されている内容は、果たしてこの３点を留意したものになっているだろうか？ 

  
レガシー 1964 年の東京オリンピックで使用され、その後も各種スポーツイベントで使用され

ている国立競技場をメインスタジアムにする方法がある。にもかかわらずその方法を捨て、晴

海に新メインスタジアムを建設する計画としたため、都立で建設せざるを得なくなった。開催

後の経費負担などの負の遺産の措置については、現在不透明である。 
 
クラスター オリンピック主要 3 施設の設置場所は、以下のような分散型となっている。 

メディアセンター → 築地 

メインスタジアム → 晴海 

選手村      → 有明 
 
コストダウン 以前の開催概要計画書と今回の開催基本計画書とを比較すると、競技施設整

備費が以下のように増大している。合計で 378 億円の増大である。 
・恒久施設費 2075億円 → 2406億円 
・仮設整備費   796億円 →    843億円 

競技施設整備費増大の原因は、 

１．国立で建設されると思っていたメインスタジアムが、都立に変更となったこと 

２．駒沢オリンピック公園をやめて、代々木公園アリーナに体育館を新設すること 

３．東京ビッグサイトのようにプールを作れない場所や、海の森予定地など敷地不足の場

所で競技が出来ると誤認したこと 

などが挙げられる。これらは当初計画がいかにずさ

んであったかを示している。しかもコストの問題はこ

れに留まらない。都心にある国立競技場が約 5 万

人、東京ドームが 5 万 5 千人と比べて晴海の 10

万人規模のメインスタジアムはあまりにも過大であ

り、今後長期にわたって負の遺産をかかえること

は目に見えている。 

２０１６年東京オリンピック招致の実態とは？ 
 

国際オリンピック委員会の方針に背く「開催基本計画」 
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五輪開催地として石原・東京都に道義的な資格があるか？ 
マリック・ベルカンヌ 

「石原都知事のフランス語発言に抗議する会」代表が 
新たな賛同者に 

私が「東京にオリンピックはいらない

ネット」に賛同した理由は、なによりもま

ず、オリンピックの主旨そのものが、外国

人排斥の姿勢を鮮明にする都知事を擁

する現在の東京都にはまったくそぐわな

いものであることをはっきりさせたかった

からです。 

都知事就任以来、石原氏の発言の中

には、「重度の障害者を前にして、西洋

人なんか、すぐに安楽死を考えるだろう

ね」というものがありました。「閉経した女

性は地球にとっての弊害」というものもあ

りました。西洋文化の価値を一方的に貶

める発言もあれば、中国人の DNA には

犯罪性が組み込まれている、というものも

ありました。その他、弱者切り捨て、排他 

主義、人種差別主義への教唆を盛り込

んだ数限りない発言の一つとして、「フラ

ンス語は数を数えられない言葉だから、

国際語として失格している」というものも

あったわけです。 

今日、世界の主要都市の中で、このよ

うな侮蔑の言葉を連呼して恥じることもな

い人物を最高責任者として戴いている都

市が他にあるでしょうか？ 現状がこのよ

うなものである以上、残念ながら、日本の

首都、東京が、国際オリンピックおよびパ

ラリンピックの開催地として求められる道

義的な資格を欠いていると考えざるを得

ません。私が「東京にオリンピックはいら

ないネット」の賛同者として名を連ねようと

思った所以です。 

この３点の留意事項は、2006 年に東京都と福岡市の両都市が立候補した際に作られた

「第 31 回オリンピック競技大会（2016 年）国内立候補都市評価委員会報告書」にも明記され

ていることから、「知らなかった」では済まされないはずである。しかしこの実態で、留意してい

ると言えるのだろうか？ 

以前の開催概要計画で、競技施設会場の設置範囲は 10km 圏内とされていたが、今回の

開催基本計画ではそれが 8ｋm 圏内になった。ＮＰＯ法人東京オリンピック招致委員会は「世

界一コンパクトなオリンピックをめざす」としている。この「分かりやすい」話を受けてマスコミに

は「人育て緑守る五輪に」とか「五輪で地球健康に」などの美辞麗句が踊った。 

 これらの報道を真に受け、都民、ないしは国民の多くが実態を知らないまま、ふらふらと

2016 年東京オリンピック招致に傾いて行ったら、将来は果たしてどうなってしまうだろうか？ 

事実をできるだけ正確に把握し、将来のために今何が必要なのか、それぞれが冷静に判断

することが求められる。            （文：アツミマサズミ） 
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